
(57)【要約】

【課題】超音波内視鏡または超音波プローブを使用して

体腔内の画像を診断する際、画像の一部を高密度走査す

ることで高画質化を図ると共にそのための術者の操作を

簡略化することができる超音波診断装置を提供すること

。さらに、画像の一部を高密度走査する際、フレームレ

ートが落ちることを防ぐことが可能な超音波診断装置を

提供すること。

【解決手段】走査コントロール部１３は、ユーザーＩ／

Ｆ１４で設定した特定の領域に対して走査密度を高くし

、設定した領域以外に対して走査密度を低くする（間引

く）ためのコントロール信号を生成する。さらに、走査

コントロール部１３は、画像処理部８による画像の回転

量と前記走査コントロール部１３の領域設定手段によっ

て設定された高密度走査領域とを対応させることにより

高密度走査領域を超音波像の表示画面の一定の位置に表

示させる。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 検 体 に 超 音 波 振 動 子 よ り 超 音 波 を 送 受 信 し て 超 音 波 像 を 得 る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 超 音 波 振 動 子 に よ り 被 検 体 に 対 し て 超 音 波 を 走 査 す る 走 査 手 段 と 、
前 記 走 査 手 段 に よ る 走 査 範 囲 に 対 し て 特 定 の 領 域 を 設 定 す る 特 定 領 域 設 定 手 段 と 、
前 記 特 定 領 域 設 定 手 段 に よ り 設 定 さ れ た 領 域 で の 前 記 走 査 の 走 査 線 密 度 を 変 更 す る 走 査 線
密 度 変 更 手 段 と 、
前 記 走 査 手 段 に よ り 超 音 波 を 走 査 し て 得 ら れ た 超 音 波 像 を 回 転 さ せ る 回 転 手 段 と 、
前 記 回 転 手 段 に よ る 回 転 量 と 前 記 特 定 領 域 設 定 手 段 に よ る 特 定 領 域 と を 対 応 さ せ る こ と に
よ り 前 記 特 定 領 域 を 前 記 超 音 波 像 の 表 示 画 面 の 一 定 の 位 置 に 表 示 さ せ る 表 示 位 置 制 御 手 段
と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 走 査 手 段 の 走 査 す る 走 査 線 の 数 は 、 こ の 走 査 手 段 に よ り 得 ら れ る 超 音 波 像 の １ 画 面 に
対 し て 一 定 で あ り 、
前 記 走 査 線 密 度 変 更 手 段 に よ る 走 査 線 密 度 は 、 前 記 特 定 領 域 設 定 手 段 に よ り 設 定 さ れ た 特
定 の 領 域 で 高 く 、 非 設 定 領 域 で は 低 く 設 定 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 走 査 手 段 に よ る 走 査 は ラ ジ ア ル 走 査 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の
超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 被 検 体 内 に 超 音 波 を 送 受 信 す る こ と で 、 挿 入 方 向 に 対 し て 特 定 の 面 内 で ス キ ャ
ン す る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 特 に 画 像 の 一 部 を 高 密 度 走 査 し 、 高 解 像 度 で 表 示 す る 超 音
波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 】
従 来 よ り 、 体 腔 内 用 超 音 波 診 断 装 置 は 超 音 波 内 視 鏡 や 超 音 波 プ ロ ー ブ と 接 続 し て 体 腔 内 の
超 音 波 断 面 像 を 作 り 出 し 、 病 変 の 深 達 度 診 断 、 臓 器 の 実 質 診 断 等 に 用 い ら れ て い る 。 上 記
超 音 波 断 層 像 は 複 数 の 超 音 波 走 査 線 か ら 構 成 さ れ て お り 、 そ の 超 音 波 断 層 像 の 解 像 度 （ 画
質 ） を 改 善 す る 技 術 と し て は 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ３ ２ ９ ７ ８ 号 公 報 の よ う に 関 心 領 域 （ Ｒ
Ｏ Ｉ ） に 対 し て 高 密 度 走 査 （ こ れ は 超 音 波 １ 画 面 中 の 送 受 信 回 数 （ 音 線 ） を 増 や す こ と に
よ っ て 分 解 能 を 改 善 す る 方 法 で あ る ） す る 領 域 を 設 定 し 、 そ の 領 域 内 の 超 音 波 走 査 線 密 度
を 上 げ る こ と が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 超 音 波 内 視 鏡 や 超 音 波 プ ロ ー ブ は 電 子 式 走 査 で あ れ 、 機 械 式 走 査 で あ れ 、 ラ ジ ア ル
走 査 を 行 う 場 合 に は 超 音 波 観 測 視 野 は ３ ６ ０ ° に お よ び 、 体 腔 内 で 使 用 す る 場 合 に は 患 部
等 の 位 置 や 体 位 、 超 音 波 内 視 鏡 や 超 音 波 プ ロ ー ブ 挿 入 部 の ね じ れ に よ り 、 超 音 波 断 層 像 上
の 患 部 等 関 心 領 域 （ Ｒ Ｏ Ｉ ） が ３ ６ ０ ° 何 処 に で も 現 れ 得 る 上 、 簡 単 に 患 部 等 Ｒ Ｏ Ｉ の 位
置 が 移 動 し て し ま う 。 そ の た め 、 術 者 が 患 部 等 Ｒ Ｏ Ｉ を 診 断 し た い 位 置 に 移 動 で き る よ う
に 画 像 を 回 転 す る 手 段 が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 体 腔 内 超 音 波 診 断 に お い て は プ レ パ ラ
ー ト 上 の 組 織 切 片 と 超 音 波 画 像 を 対 比 さ せ る の が 通 例 で あ り 、 術 者 は 超 音 波 断 層 像 上 の 患
部 等 Ｒ Ｏ Ｉ を ラ ジ ア ル 画 像 上 で は 中 心 か ら 下 （ ６ 時 ） 方 向 に 置 く こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ れ 故 、 体 腔 内 用 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 高 密 度 走 査 領 域 を 設 定 す る 範 囲 が 超 音 波 断 層
像 上 ３ ６ ０ ° に お よ ぶ た め そ の 都 度 一 々 高 密 度 走 査 領 域 を 移 動 し な け れ ば な ら な い 上 、 患
部 等 Ｒ Ｏ Ｉ が 移 動 す る 都 度 、 Ｒ Ｏ Ｉ を 移 動 す る 必 要 が あ る 。 更 に そ の 後 、 画 像 を 回 転 し て
患 部 等 Ｒ Ｏ Ｉ を 画 像 下 側 （ ６ 時 方 向 ） に 移 動 す る 動 作 が 必 要 と な り 、 も し 、 画 像 回 転 し て
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い る 最 中 に 患 部 等 Ｒ Ｏ Ｉ の 位 置 が ず れ た ら 高 密 度 走 査 領 域 の 設 定 と 画 像 回 転 を 交 互 に 操 作
す る 必 要 が あ り 操 作 が 煩 雑 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 を 判 り や す く 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る と 、 （ ａ ） で は Ｒ Ｏ Ｉ が 画 面 左 下 側 （ ８ 時 方 向
） に 現 れ た 場 合 を 示 し て い る 。 こ の 場 合 、 高 密 度 走 査 領 域 （ 高 画 質 領 域 、 図 示 網 掛 け 部 分
） を 表 示 し て た ま た ま Ｒ Ｏ Ｉ に 領 域 が 重 な ら な い 限 り は （ ｂ ） の ご と く 、 高 密 度 走 査 領 域
を 移 動 し 、 Ｒ Ｏ Ｉ に 高 密 度 走 査 領 域 を 重 ね る 操 作 が 必 要 と な る 。 そ の 後 、 通 常 な ら ば （ ｃ
） の よ う に Ｒ Ｏ Ｉ を 画 面 下 側 （ ６ 時 方 向 ） に Ｒ Ｏ Ｉ を 移 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ３ ２ ９ ７ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 従 来 技 術 で は 、 図 ５ （ ｃ ） の 状 態 で 患 者 が 動 い た り 、 ス コ ー プ が 捻 ら れ た り し た
場 合 、 （ ｄ ） の よ う に Ｒ Ｏ Ｉ が 高 密 度 走 査 領 域 か ら 出 た 場 合 に は 、 再 度 （ ｅ ） の ご と く 高
密 度 走 査 領 域 を 移 動 し て 、 （ ｆ ） の ご と く 画 像 を 回 転 す る 作 業 が 必 要 で あ り 操 作 が 煩 雑 と
な る 。 仮 に 、 （ ｄ ） の ご と く Ｒ Ｏ Ｉ が 移 動 し た 際 、 Ｒ Ｏ Ｉ の 方 を 先 に 画 面 ６ 時 方 向 に 移 動
さ せ た と し て も 、 そ れ と 連 動 し て 高 密 度 走 査 領 域 も 同 時 に 回 転 し て し ま う た め 、 Ｒ Ｏ Ｉ の
移 動 の 後 結 局 高 密 度 走 査 領 域 の 移 動 が 発 生 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 超 音 波 内 視 鏡 ま た は 超 音 波 プ ロ
ー ブ を 使 用 し て 体 腔 内 の 画 像 を 診 断 す る 際 、 画 像 の 一 部 を 高 密 度 走 査 す る こ と で 高 画 質 化
を 図 る と 共 に そ の た め の 術 者 の 操 作 を 簡 略 化 す る こ と が で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る 。 さ ら に 、 本 発 明 は 、 画 像 の 一 部 を 高 密 度 走 査 す る 際 、 フ レ ー ム レ ー ト
が 落 ち る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 超 音 波 診 断 装 置 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 被 検 体 に 超 音 波 振 動 子 よ り 超 音 波 を 送 受 信 し て 超 音 波 像 を 得 る 超 音 波 診 断 装 置
に お い て 、 前 記 超 音 波 振 動 子 に よ り 被 検 体 に 対 し て 超 音 波 を 走 査 す る 走 査 手 段 と 、 前 記 走
査 手 段 に よ る 走 査 範 囲 に 対 し て 特 定 の 領 域 を 設 定 す る 特 定 領 域 設 定 手 段 と 、 前 記 特 定 領 域
設 定 手 段 に よ り 設 定 さ れ た 領 域 で の 前 記 走 査 の 走 査 線 密 度 を 変 更 す る 走 査 線 密 度 変 更 手 段
と 、 前 記 走 査 手 段 に よ り 超 音 波 を 走 査 し て 得 ら れ た 超 音 波 像 を 回 転 さ せ る 回 転 手 段 と 、 前
記 回 転 手 段 に よ る 回 転 量 と 前 記 特 定 領 域 設 定 手 段 に よ る 特 定 領 域 と を 対 応 さ せ る こ と に よ
り 前 記 特 定 領 域 を 前 記 超 音 波 像 の 表 示 画 面 の 一 定 の 位 置 に 表 示 さ せ る 表 示 位 置 制 御 手 段 と
、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 高 密 度 走 査 領 域 が 画 像 回 転 （ イ メ ー ジ ロ ー テ ー シ ョ ン と 呼 ば れ る ） と
無 関 係 に 常 に 一 定 の 位 置 例 え ば ６ 時 方 向 （ 下 ） の 領 域 に 表 示 さ れ る こ と で 、 患 部 等 Ｒ Ｏ Ｉ
が 移 動 し た 際 に ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス か ら の 指 示 で 画 像 を 回 転 し て 観 測 視 野 の ６ 時 方 向
（ 下 ） の 領 域 に 患 部 等 Ｒ Ｏ Ｉ を も っ て い く 超 音 波 内 視 鏡 の 通 常 の 使 用 方 法 を 行 う の み で 患
部 等 Ｒ Ｏ Ｉ の 高 画 質 化 が 図 れ る た め 、 煩 雑 な 操 作 が 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 を 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る と 、 （ ａ ） の ご と く 超 音 波 断 層 像 上 左 下 側 （ ８ 時 方 向 ） に
Ｒ Ｏ Ｉ が 現 れ た と す る 。 そ こ で ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス の Ｒ Ｏ Ｉ 領 域 設 定 キ ー を 押 し た と
し て 、 高 密 度 走 査 領 域 が 表 示 画 面 の 一 定 位 置 例 え ば 画 面 下 側 （ ６ 時 方 向 ） に 出 る よ う に し
て お く 。 こ こ で （ ｃ ） の ご と く 画 像 を 回 転 さ せ れ ば 、 高 密 度 走 査 領 域 は 動 か ず Ｒ Ｏ Ｉ が 画
像 回 転 に 伴 い 画 面 下 側 （ ６ 時 方 向 ） に 重 な っ て く る 結 果 に な る 。 例 え そ の 後 、 患 者 が 動 い
た り 、 ス コ ー プ が 捻 ら れ た り し て 、 （ ｄ ） の ご と く Ｒ Ｏ Ｉ が 移 動 し た と し て も 同 様 に 画 像
を 回 転 さ せ て Ｒ Ｏ Ｉ を 画 面 下 側 （ ６ 時 方 向 ） に 移 動 す れ ば （ ｆ ） の ご と く 高 密 度 走 査 領 域
と Ｒ Ｏ Ｉ が 重 な り 、 Ｒ Ｏ Ｉ の 高 画 質 化 が 図 れ る 。 つ ま り 、 （ ｂ ） や （ ｅ ） の ご と き Ｒ Ｏ Ｉ
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部 に 高 密 度 走 査 領 域 を 重 ね る 作 業 が 省 略 で き る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 、 前 記 走 査 手 段 の 走 査 す る 走 査 線 の 数 は 、 こ の 走 査 手 段 に よ り 得 ら れ る
超 音 波 像 の １ 画 面 に 対 し て 一 定 で あ り 、 前 記 走 査 線 密 度 変 更 手 段 に よ る 走 査 線 密 度 は 、 前
記 特 定 領 域 設 定 手 段 に よ り 設 定 さ れ た 特 定 の 領 域 で 高 く 、 非 設 定 領 域 で は 低 く 設 定 す る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ れ に よ り 、 高 密 度 走 査 領 域 内 で の 画 像 の 画 質 は 向 上 し 、 し か も フ レ ー ム レ ー ト は 高 密 度
走 査 領 域 を 設 定 す る 前 と 同 等 と す る こ と が で き る 。 更 に 、 走 査 線 総 数 を 一 定 と す る こ と で
、 画 像 を 生 成 す る た め の 走 査 線 デ ー タ を 格 納 す る メ モ リ を 増 や す 必 要 も な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
〔 第 １ の 実 施 の 形 態 〕
図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 の 全 体 の ブ ロ ッ ク 図 を 示 し て い る 。 以
降 の 実 施 の 形 態 で は 、 体 腔 内 用 超 音 波 診 断 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ に お い て 、 体 腔 内 用 超 音 波 診 断 装 置 １ に は 複 数 の コ ネ ク タ を 介 し て 超 音 波 内 視 鏡 お よ
び 超 音 波 プ ロ ー ブ ４ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
体 腔 内 用 超 音 波 診 断 装 置 １ 内 部 の パ ル ス 発 生 部 ２ に お い て 、 任 意 の 電 気 的 な パ ル ス を 発 生
し 、 パ ル サ ３ に 送 出 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
パ ル サ ３ は 前 記 パ ル ス 発 生 部 ２ の 出 力 パ ル ス を 基 に 超 音 波 振 動 子 を 駆 動 す る 電 気 信 号 を 生
成 し 、 体 腔 内 用 超 音 波 診 断 装 置 １ に 接 続 す る 超 音 波 内 視 鏡 お よ び 超 音 波 プ ロ ー ブ ４ に 超 音
波 駆 動 信 号 を 送 出 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 超 音 波 内 視 鏡 お よ び プ ロ ー ブ ４ 内 部 の 超 音 波 振 動 子 ５ で は 前 記 パ ル サ ３ か ら の 電 気 信
号 を 音 響 信 号 に 変 換 し 被 検 体 内 に 超 音 波 を 送 出 し 、 被 検 体 内 で は ね 返 っ た エ コ ー を 電 気 信
号 に 変 換 し 、 受 信 信 号 と し て 前 記 超 音 波 診 断 装 置 １ 内 の ア ン プ （ Ａ Ｍ Ｐ ） ６ を 経 て 、 受 信
号 処 理 部 ７ に 送 出 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
前 記 受 信 号 処 理 部 ７ で は 対 数 増 幅 、 検 波 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 が 行 わ れ 、 画 像 処 理 部 ８ に 各 走 査 線
毎 の デ ー タ が 送 ら れ る 。 前 記 画 像 処 理 部 ８ で は 内 部 の メ モ リ ９ に デ ー タ を 蓄 え る と 共 に デ
ー タ を 読 み 出 し 座 標 変 換 を 行 な い 完 成 し た 画 像 を モ ニ タ ９ に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
前 記 超 音 波 内 視 鏡 お よ び 超 音 波 プ ロ ー ブ ４ 内 の Ｄ Ｃ モ ー タ １ １ は 前 記 超 音 波 振 動 子 ５ に 回
転 伝 達 手 段 （ 例 え ば 、 フ レ キ シ ブ ル シ ャ フ ト ） で 接 続 し て お り 、 回 転 速 度 制 御 部 １ ５ か ら
の 制 御 信 号 に 応 じ た 回 転 速 度 で 超 音 波 振 動 子 ５ を 回 転 さ せ る 。 Ｄ Ｃ モ ー タ １ １ と 回 転 速 度
制 御 部 １ ５ は 、 超 音 波 振 動 子 ５ に よ り 被 検 体 に 対 し て 超 音 波 を 走 査 す る 走 査 手 段 を 構 成 し
て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
エ ン コ ー ダ １ ２ は 前 記 Ｄ Ｃ モ ー タ １ １ と 機 械 的 に （ 例 え ば 、 ベ ル ト 等 で ） 接 続 さ れ Ｄ Ｃ モ
ー タ １ １ の 回 転 に 同 期 し て 前 記 超 音 波 振 動 子 ５ の 一 回 転 に つ き １ パ ル ス （ Ｚ 相 信 号 ） と 一
回 転 に つ き 一 定 回 数 パ ル ス （ Ａ 相 信 号 ） を 発 生 し 、 走 査 コ ン ト ロ ー ル 部 １ ３ に 送 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス （ 以 下 ユ ー ザ Ｉ ／ Ｆ と 略 記 ） １ ４ は 、 前 記 走 査 コ ン ト ロ ー ル 部 １
３ お よ び 前 記 画 像 処 理 部 ８ に 接 続 さ れ 、 そ れ ぞ れ に 高 密 度 走 査 領 域 設 定 情 報 お よ び 画 像 回
転 情 報 を 送 出 す る 。 前 記 画 像 処 理 部 ８ で は 前 記 高 密 度 走 査 領 域 設 定 情 報 お よ び 画 像 回 転 情
報 を 座 標 変 換 に 反 映 す る 処 理 を 施 す 。 ユ ー ザ Ｉ ／ Ｆ １ ４ と 走 査 コ ン ト ロ ー ル 部 １ ３ は 、 走
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査 手 段 に よ る 走 査 範 囲 に 対 し て 特 定 の 領 域 を 設 定 す る 特 定 領 域 設 定 手 段 を 構 成 し て い る 。
ユ ー ザ Ｉ ／ Ｆ １ ４ と 画 像 処 理 部 ８ は 、 走 査 手 段 に よ り 超 音 波 を 走 査 し て 得 ら れ た 超 音 波 像
を 回 転 さ せ る 回 転 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ こ で 、 高 密 度 走 査 領 域 を ど の よ う に し て 設 定 す る か に つ い て 説 明 す る 。 高 密 度 走 査 領 域
は ユ ー ザ Ｉ ／ Ｆ （ 例 え ば キ ー ボ ー ド ） か ら 入 力 す る 。 設 定 方 法 は 、 例 え ば キ ー ボ ー ド 上 の
高 密 度 走 査 ボ タ ン を 押 す と 以 前 設 定 し た 領 域 （ 扇 形 ） が 画 面 ６ 時 方 向 に 現 れ る 。 領 域 の 大
き さ を 変 更 し た い 場 合 は 、 キ ー ボ ー ド 上 の マ ウ ス か 矢 印 等 の ボ タ ン 操 作 で 真 下 方 向 の 軸 を
中 心 に 左 右 に 伸 縮 す る よ う に す る 。 す な わ ち 、 下 向 き の 扇 を 広 げ た り 畳 ん だ り す る よ う な
イ メ ー ジ で 、 領 域 の 大 き さ を 変 更 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
前 記 走 査 コ ン ト ロ ー ル 部 １ ３ は 前 記 パ ル ス 発 生 部 ２ 、 前 記 受 信 号 処 理 部 ７ 、 お よ び 回 転 速
度 制 御 部 １ ５ に 接 続 さ れ 、 前 記 Ａ 相 信 号 、 Ｚ 相 信 号 を 元 に 超 音 波 の 発 生 お よ び 受 信 の タ イ
ミ ン グ 信 号 を パ ル ス 発 生 部 ２ お よ び 受 信 号 処 理 部 ７ に 送 出 す る 。 ま た 、 前 記 走 査 コ ン ト ロ
ー ル 部 １ ３ は 高 密 度 走 査 領 域 設 定 情 報 お よ び 画 像 回 転 情 報 と Ａ 相 信 号 お よ び Ｚ 相 信 号 を 照
ら し 合 わ せ 、 高 密 度 走 査 領 域 を 走 査 中 か 否 か の 判 断 を 行 い 前 記 Ｄ Ｃ モ ー タ １ １ の 回 転 速 度
を 切 替 え る タ イ ミ ン グ 信 号 を 前 記 回 転 速 度 制 御 部 １ ５ に 送 出 す る 。 走 査 コ ン ト ロ ー ル 部 １
３ は 、 特 定 領 域 設 定 手 段 に よ り 設 定 さ れ た 領 域 で の 走 査 の 走 査 線 密 度 を 変 更 す る 走 査 線 密
度 変 更 手 段 を 構 成 し て い る と 共 に 、 回 転 手 段 に よ る 回 転 量 と 特 定 領 域 設 定 手 段 に よ る 特 定
領 域 と を 対 応 さ せ る こ と に よ り 特 定 領 域 を 超 音 波 像 の 表 示 画 面 の 一 定 の 位 置 に 表 示 さ せ る
表 示 位 置 制 御 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
前 記 回 転 速 度 制 御 部 １ ５ は 前 記 Ｄ Ｃ モ ー タ １ １ に 接 続 さ れ て い て 、 Ｄ Ｃ モ ー タ １ １ の 回 転
を 制 御 し て お り 、 前 記 走 査 コ ン ト ロ ー ル 部 １ ３ の モ ー タ 回 転 速 度 切 替 え タ イ ミ ン グ 信 号 に
応 じ て Ｄ Ｃ モ ー タ １ １ の 回 転 速 度 を 制 御 す る 制 御 信 号 を Ｄ Ｃ モ ー タ １ １ に 送 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
前 記 Ｄ Ｃ モ ー タ １ １ は 前 述 し た よ う に 前 記 超 音 波 振 動 子 ５ に 回 転 伝 達 手 段 （ 例 え ば 、 フ レ
キ シ ブ ル シ ャ フ ト ） で 接 続 し て お り 、 前 記 制 御 信 号 に 応 じ た 回 転 速 度 で 超 音 波 振 動 子 ５ を
回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 実 際 の 走 査 を 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 ２ （ ａ ） は 超 音 波 の 機 械 式 ラ ジ ア ル 走 査 を 行 な っ た 場 合 の 走 査 の 概 念 図 で あ る 。 通 常 、
エ ン コ ー ダ １ ２ か ら の Ｚ 相 信 号 （ １ パ ル ス ／ 回 転 ） を 基 準 に Ａ 相 信 号 （ ２ ５ ６ パ ル ス ／ 回
転 ） に 同 期 し て 走 査 し て い く 。 こ の と き 振 動 子 の 回 転 速 度 は 一 定 の た め 、 走 査 密 度 は 一 定
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ こ で 、 図 ２ （ ｂ ） の ご と く 、 特 定 領 域 と し て 高 密 度 走 査 領 域 （ 図 示 網 掛 け 部 分 ） を 設 定
し た と す る 。 高 密 度 走 査 す る 領 域 が Ｚ 相 信 号 を 基 準 に カ ウ ン ト し た と き 図 の ご と く ５ １ 番
目 か ら ６ ０ 番 目 ま で 走 査 線 １ ０ 本 分 の 領 域 で あ っ た と し た ら 、 仮 に 走 査 密 度 を 倍 に す る の
で あ れ ば 図 ２ （ ｃ ） の ご と く 、 ５ １ 番 目 か ら 走 査 線 ２ ０ 本 分 の 走 査 中 は 振 動 子 の 回 転 速 度
を 半 分 に 落 し て 走 査 す る 。 そ の 替 わ り に 高 密 度 走 査 領 域 以 外 （ こ の 場 合 で は 、 上 半 分 ） で
振 動 子 ５ の 回 転 速 度 を 速 く し て 走 査 密 度 を 低 く す る 。 こ れ に よ り 、 一 回 転 中 の 走 査 本 線 は
一 定 に 保 た れ る こ と で 、 フ レ ー ム レ ー ト の 低 減 を 抑 制 し 、 走 査 線 デ ー タ を 格 納 す る メ モ リ
９ を 増 設 す る 必 要 が な く な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
画 像 を 回 転 し た 場 合 は 、 回 転 し た 角 度 か ら 、 高 密 度 走 査 領 域 内 の 走 査 線 番 号 を 走 査 コ ン ト
ロ ー ル 部 １ ３ で 割 り 出 し 、 そ の 走 査 範 囲 で 振 動 子 回 転 速 度 を 遅 く し 、 そ の 他 の 領 域 で は 回
転 速 度 を 速 く す る こ と で 、 走 査 密 度 を コ ン ト ロ ー ル す る （ 図 ２ （ ｄ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
例 え ば 、 １ 回 転 中 の 走 査 線 数 が ２ ５ ６ 本 で あ り 、 高 密 度 走 査 領 域 を 表 示 画 面 の 真 下 を 中 心
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に ４ ５ ° の 範 囲 （ 全 周 の ８ 分 の １ ） と 設 定 し た 場 合 、 高 密 度 走 査 し な い 場 合 に 高 密 度 走 査
領 域 内 に く る 走 査 線 数 は ３ ２ 本 （ ２ ５ ６ 　 × 　 （ ４ ５ ／ ３ ６ ０ ） ） と な る 。 そ こ で 倍 の 高
密 度 走 査 を 行 う と す る と そ の 高 密 度 領 域 に く る 走 査 線 は ６ ４ 本 と な る 。 更 に 、 画 像 回 転 手
段 に よ り 例 え ば １ ０ ０ ° 左 方 向 （ 反 時 計 回 り ） に 回 転 し た 場 合 を 考 え る と 、 走 査 線 ７ １ 本
（ ２ ５ ６ × （ １ ０ ０ ／ ３ ６ ０ ） ） 分 に 当 た り 、 そ の 分 を 走 査 線 全 体 に 加 算 す れ ば 良 い 。 （
た だ し 、 ２ ５ ６ の 次 の 数 値 は １ と す る 。 ） 即 ち 、 回 転 前 の 走 査 線 番 号 に ７ １ を 加 算 し た 走
査 範 囲 で 高 密 度 走 査 （ 走 査 線 密 度 の 変 更 走 査 ） を 行 え ば よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の 場 合 、 超 音 波 振 動 子 ５ の 回 転 速 度 は 、 Ｄ Ｃ モ ー タ １ １ の 回 転 速 度 を 制 御 す る こ と で 行
う 。 Ｄ Ｃ モ ー タ １ １ の 回 転 速 度 は Ｄ Ｃ モ ー タ １ １ ヘ の 供 給 電 圧 に よ っ て 制 御 す る た め 、 走
査 コ ン ト ロ ー ル 部 １ ３ か ら の 回 転 速 度 に 関 す る 命 令 （ 速 度 を 速 く す る 、 あ る い は 速 度 を 遅
く す る 等 ） を 回 転 速 度 制 御 部 １ ５ で 受 け た ら 、 こ こ で Ｄ Ｃ モ ー タ １ １ ヘ の 供 給 電 圧 を 制 御
し 、 速 度 を 速 く す る 場 合 に は Ｄ Ｃ モ ー タ １ １ ヘ の 供 給 電 圧 を 通 常 よ り 高 く し 、 速 度 を 遅 く
す る 場 合 に は Ｄ Ｃ モ ー タ １ １ ヘ の 供 給 電 圧 を 通 常 よ り 低 く す る よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
な お 、 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 Ｄ Ｃ モ ー タ を 用 い 超 音 波 振 動 子 を 機 械 式 ラ ジ ア ル 走 査 さ せ 、
そ の 回 転 速 度 を 変 え る 構 成 と し た が 、 こ れ は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を ア レ イ 状 に し て 挿 入
軸 の 周 り に 環 状 に 設 け た 電 子 ラ ジ ア ル 走 査 式 の 超 音 波 内 視 鏡 お よ び 超 音 波 プ ロ ー ブ と し て
そ の 超 音 波 振 動 子 の 切 り 替 え 速 度 を 変 更 す る こ と で ラ ジ ア ル 走 査 の ス キ ャ ン 速 度 を 変 え る
構 成 と し て も 良 く 、 機 械 式 ラ ジ ア ル 走 査 に は 限 定 さ れ な い 。 更 に 、 ラ ジ ア ル 走 査 は ３ ６ ０
° 全 周 の 走 査 で は な く １ ８ ０ ° や ２ ７ ０ ° の 走 査 で も 良 い 。 更 に 、 ラ ジ ア ル 走 査 で は な く
、 コ ン ベ ッ ク ス 、 リ ニ ア 、 セ ク タ な ど 他 の 走 査 方 式 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
第 １ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 超 音 波 断 層 像 の 一 部 （ 患 部 等 Ｒ Ｏ Ｉ ） の 高 画 質 化 が 可 能 と な
り 、 し か も そ の 高 画 質 化 の 操 作 の 簡 略 化 が 可 能 と な る 。 ま た 、 高 画 質 化 に 伴 う フ レ ー ム レ
ー ト 劣 化 の 抑 制 が 可 能 で あ り 、 高 画 質 化 に 伴 う メ モ リ 増 加 の 抑 制 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
〔 第 ２ の 実 施 の 形 態 〕
図 ３ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 の 全 体 の ブ ロ ッ ク 図 を 示 し て い る 。 図
３ の 構 成 に お い て 、 図 １ と 同 様 の 機 能 を 有 す る 部 分 に 関 し て は 省 略 し 、 異 な る 部 分 の み 説
明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ３ で は 、 体 腔 内 用 超 音 波 診 断 装 置 １ に 超 音 波 内 視 鏡 お よ び 超 音 波 プ ロ ー ブ ４ が 複 数 接 続
可 能 な 場 合 を 示 し て い る 。 な お 、 図 ３ で は 、 図 １ に お け る 回 転 速 度 制 御 部 １ ５ は 無 く 、 コ
ネ ク タ 選 択 部 １ ６ が 設 け ら れ て い る 。 図 ３ の ユ ー ザ Ｉ ／ Ｆ １ ４ Ａ は 、 複 数 の 超 音 波 内 視 鏡
お よ び 超 音 波 プ ロ ー ブ ４ を 選 択 可 能 に す る コ ネ ク タ 切 替 え キ ー を 備 え て お り 、 図 ３ の 走 査
コ ン ト ロ ー ル 部 １ ３ Ａ は 、 Ａ 相 信 号 ， Ｚ 相 信 号 の ほ か に 遅 延 Ａ 相 信 号 を 元 に 超 音 波 の 発 生
お よ び 受 信 の タ イ ミ ン グ 信 号 を 発 生 す る 点 で 、 図 １ に お け る ユ ー ザ Ｉ ／ Ｆ １ ４ 、 走 査 コ ン
ト ロ ー ル 部 １ ３ と は 相 違 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
超 音 波 内 視 鏡 お よ び 超 音 波 プ ロ ー ブ の 選 択 は 、 体 腔 内 用 超 音 波 診 断 装 置 １ 前 面 の 図 示 し な
い 超 音 波 内 視 鏡 お よ び 超 音 波 プ ロ ー ブ ４ へ の 電 源 供 給 ス イ ッ チ の オ ン 時 に 行 う 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
体 腔 内 用 超 音 波 診 断 装 置 １ に 設 け ら れ た 複 数 の コ ネ ク タ に は 予 め 順 位 を 付 け て お く 。 電 源
ス イ ッ チ を オ ン し た 時 複 数 本 の 超 音 波 内 視 鏡 お よ び 超 音 波 プ ロ ー ブ ４ が 接 続 さ れ て い た 場
合 に は 、 ど の コ ネ ク タ に 超 音 波 内 視 鏡 お よ び 超 音 波 プ ロ ー ブ ４ が 接 続 さ れ て い る か を 走 査
コ ン ト ロ ー ル 部 １ ３ に て 検 知 し 、 前 述 し た コ ネ ク タ の 順 位 に お い て 一 番 順 位 の 高 い コ ネ ク
タ を 選 択 す る よ う に す る 。 体 腔 内 用 超 音 波 診 断 装 置 １ の 他 の コ ネ ク タ に 接 続 さ れ た 超 音 波
内 視 鏡 お よ び 超 音 波 プ ロ ー ブ ４ を 選 択 し た い 場 合 に は ユ ー ザ Ｉ ／ Ｆ １ ４ Ａ の 図 示 し な い コ
ネ ク タ 切 替 え キ ー に よ り 自 由 に 変 更 可 能 と す る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
上 記 に よ っ て 駆 動 す る コ ネ ク タ が 選 択 さ れ た と 同 時 に 、 コ ネ ク タ 選 択 部 １ ６ に よ り 、 超 音
波 内 視 鏡 お よ び 超 音 波 プ ロ ー ブ ４ に 接 続 す る 必 要 最 低 限 の 信 号 （ 送 受 信 信 号 、 Ａ 相 信 号 、
Ｚ 相 信 号 等 ） を 、 駆 動 す る コ ネ ク タ 側 に 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
Ｄ Ｃ モ ー タ １ １ は 速 度 一 定 で 回 転 し 、 エ ン コ ー ダ １ ２ は 超 音 波 振 動 子 ５ の 一 回 転 に つ き １
パ ル ス （ Ｚ 相 信 号 ） と 一 回 転 に つ き 一 定 回 数 パ ル ス （ Ａ 相 信 号 ） を 発 生 し 、 走 査 コ ン ト ロ
ー ル 部 １ ３ Ａ お よ び 信 号 遅 延 部 １ ７ に 送 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
前 記 信 号 遅 延 部 １ ７ で は Ａ 相 信 号 を 一 定 値 （ 例 え ば 、 位 相 １ ８ ０ ° ） 遅 ら せ た 信 号 を 走 査
コ ン ト ロ ー ル 部 １ ３ Ａ に 送 出 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
前 記 走 査 コ ン ト ロ ー ル 部 １ ３ Ａ で は 、 前 記 Ａ 相 信 号 、 遅 延 Ａ 相 信 号 、 Ｚ 相 信 号 を 元 に 超 音
波 の 発 生 お よ び 受 信 の タ イ ミ ン グ 信 号 を パ ル ス 発 生 部 ２ お よ び 受 信 号 処 理 部 ７ に 送 出 す る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
次 に 上 記 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 実 際 の 走 査 を 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 ４ （ ａ ） は 超 音 波 の 機 械 式 ラ ジ ア ル 走 査 を 行 な っ た 場 合 の 走 査 の 概 念 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
通 常 、 エ ン コ ー ダ １ ２ か ら の Ｚ 相 信 号 （ １ パ ル ス ／ 回 転 ） を 基 準 に Ａ 相 信 号 （ ２ ５ ６ パ ル
ス ／ 回 転 ） に 同 期 し て 走 査 し て い く 。 こ の と き 振 動 子 ５ の 回 転 速 度 は 一 定 の た め 、 走 査 密
度 は 一 定 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ こ で 、 図 ４ （ ｂ ） の ご と く 、 特 定 領 域 と し て 高 密 度 走 査 領 域 （ 図 示 網 掛 け 部 分 ） を 設 定
し た と す る 。 高 密 度 走 査 す る 領 域 が Ｚ 相 信 号 を 基 準 に カ ウ ン ト し た と き 図 の ご と く ５ １ 番
目 か ら ６ ０ 番 目 ま で 走 査 線 １ ０ 本 分 の 領 域 で あ っ た と し て 、 走 査 密 度 を 倍 に す る の で あ れ
ば 前 述 し た 遅 延 Ａ 相 信 号 （ こ こ で は Ａ 相 の １ ８ ０ ° 遅 延 信 号 ） の パ ル ス で も 超 音 波 を 送 受
信 す る よ う に す れ ば 、 図 ４ （ ｃ ） の ご と く 超 音 波 振 動 子 ５ の 回 転 速 度 が 一 定 で あ っ て も 走
査 密 度 を 上 げ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
そ の 替 わ り に 高 密 度 走 査 領 域 以 外 （ こ の 場 合 で は 、 上 半 分 ） に お い て 、 超 音 波 送 受 信 を 通
常 よ り 少 な く し て 、 走 査 密 度 を 低 く し 、 一 回 転 中 の 走 査 本 数 を 一 定 に 保 つ よ う に す る こ と
で 、 フ レ ー ム レ ー ト の 低 減 を 抑 制 し 、 走 査 線 デ ー タ を 格 納 す る メ モ リ ９ を 増 設 す る 必 要 が
な く な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
画 像 を 回 転 し た 場 合 は 、 回 転 し た 角 度 か ら 、 高 密 度 走 査 領 域 内 の 走 査 線 番 号 を 走 査 コ ン ト
ロ ー ル 部 １ ３ Ａ で 割 り 出 し 、 そ の 走 査 範 囲 で 超 音 波 送 受 信 間 隔 を 狭 め 、 そ の 他 の 領 域 で は
超 音 波 送 受 信 間 隔 を 広 げ る よ う に す る こ と で 、 走 査 密 度 を コ ン ト ロ ー ル す る （ 図 ４ （ ｄ ）
参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
尚 、 以 上 述 べ た 実 施 の 形 態 で は 、 高 密 度 走 査 す る 際 に 、 走 査 密 度 を 倍 に す る 例 に つ い て 説
明 し て い る が 、 本 発 明 は 高 密 度 走 査 す る 領 域 で の 走 査 密 度 は そ れ 以 外 の 領 域 で の 走 査 密 度
の 倍 に 限 定 さ れ な い こ と は 勿 論 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 機 械 ス キ ャ ン に 限 ら ず 、 電 子 ス
キ ャ ン に も 応 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 た だ し 、 電 子 ス キ ャ ン の 場 合 、 ビ ー ム フ オ ー マ に
よ る ビ ー ム の 角 度 変 更 と な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で の 効 果 に 加 え て 、 超 音 波 内 視 鏡 お よ び 超
音 波 プ ロ ー ブ へ の 制 御 線 を 増 や す 必 要 が 無 く 、 複 数 本 の 超 音 波 内 視 鏡 お よ び 超 音 波 プ ロ ー
ブ を 切 り 替 え て 使 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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［ 付 記 ］
［ 付 記 項 １ ］
超 音 波 振 動 子 を 用 い て 被 検 体 内 に 超 音 波 を 送 受 信 す る こ と で 、 特 定 の 面 内 で 走 査 す る 体 腔
内 用 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 超 音 波 振 動 子 に て 走 査 し て 画 像 を 得 る 手 段 と 、
前 記 走 査 手 段 に よ る 走 査 範 囲 の う ち の 特 定 の 領 域 を 設 定 す る 領 域 設 定 手 段 と 、
前 記 領 域 設 定 手 段 に よ り 設 定 さ れ た 領 域 と 非 設 定 領 域 と で 前 記 走 査 手 段 に よ り 得 ら れ る 画
像 の 走 査 密 度 を 変 更 す る 手 段 走 査 し た 画 像 を 回 転 さ せ る 回 転 手 段 と を 備 え た 体 腔 内 用 超 音
波 診 断 装 置 で あ り 、
前 記 回 転 手 段 に よ り 画 像 を 回 転 さ せ て も 前 記 領 域 設 定 手 段 に よ り 設 定 さ れ た 領 域 を 常 に 同
じ 位 置 に 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
［ 付 記 項 ２ ］
付 記 項 １ に お い て 、 特 定 の 面 内 と は 挿 入 軸 方 向 に 対 し て ラ ジ ア ル で 走 査 す る こ と 。
【 ０ ０ ５ １ 】
［ 付 記 項 ３ ］
付 記 項 １ に お い て 、 走 査 密 度 は 設 定 さ れ た 領 域 が 高 く 、 非 設 定 領 域 が 低 く し 、 ま た 、 前 記
走 査 手 段 に よ り 得 ら れ る １ 画 面 の 走 査 線 総 数 が 常 に 一 定 と な る こ と 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
［ 付 記 項 ４ ］
付 記 項 １ に お い て 、 走 査 範 囲 の う ち の 特 定 の 領 域 と は ラ ジ ア ル 走 査 に よ る 観 測 視 野 の ６ 時
方 向 （ 下 ） の 領 域 で あ る こ と 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
［ 付 記 項 ５ ］
付 記 項 １ に お い て 、 設 定 さ れ る 領 域 の 面 積 は 自 由 に 変 更 可 能 で あ る こ と 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 以 下 の よ う な 効 果 が 得 ら れ る 。 超 音 波 断 層 像 の 一 部
（ 患 部 等 Ｒ Ｏ Ｉ ） の 高 画 質 化 が 可 能 と な り 、 し か も そ の 高 画 質 化 の 操 作 の 簡 略 化 が 可 能 と
な る 。 ま た 、 高 画 質 化 に 伴 う フ レ ー ム レ ー ト 劣 化 の 抑 制 が 可 能 で あ り 、 高 画 質 化 に 伴 う メ
モ リ 増 加 の 抑 制 も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 の 全 体 の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 で 、 超 音 波 の 機 械 式 ラ ジ ア ル 走 査 を 行 な っ た 場 合 の 走
査 の 説 明 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 の 全 体 の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で 、 超 音 波 の 機 械 式 ラ ジ ア ル 走 査 を 行 な っ た 場 合 の 走
査 の 説 明 図 。
【 図 ５ 】 従 来 技 術 に お け る 、 超 音 波 の 機 械 式 ラ ジ ア ル 走 査 を 行 な っ た 場 合 の 走 査 の 説 明 図
。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 体 腔 内 用 超 音 波 診 断 装 置
２ … パ ル ス 発 生 部
３ … パ ル サ
４ … 超 音 波 内 視 鏡 お よ び 超 音 波 プ ロ ー ブ
５ … 超 音 波 振 動 子
６ … ア ン プ
７ … 受 信 号 処 理 部
８ … 画 像 処 理 部
９ … メ モ リ
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１ ０ … モ ニ タ
１ １ … Ｄ Ｃ モ ー タ
１ ２ … エ ン コ ー ダ
１ ３ ， １ ３ Ａ … 走 査 コ ン ト ロ ー ル 部
１ ４ ， １ ４ Ａ … ユ ー ザ Ｉ ／ Ｆ
１ ６ … コ ネ ク タ 選 択 部
１ ７ … 信 号 遅 延 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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通过以高密度扫描一部分图像来获得高质量的图像，并简化操作者的操
作。 提供一种可以实现的超声波诊断装置。 此外，提供一种超声波诊断
装置，该超声波诊断装置能够防止在以高密度扫描图像的一部分时帧频
降低。 扫描控制单元13生成控制信号，该控制信号用于在由用户I / F 14
设置的特定区域中增加（降低）扫描密度并且在设置区域以外的区域中
降低扫描密度。 要做。 此外，扫描控制单元13将图像处理单元8的图像
旋转量与由扫描控制单元13的区域设置装置设置的高密度扫描区域相关
联，以便将高密度扫描区域转换成超声图像。 在显示屏上的固定位置显
示。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/53b77920-997d-466f-b9f7-20496c8cafba
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/033533568/publication/JP2004344517A?q=JP2004344517A

